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３
点
セ
ッ
ト
の
全
面
改
訂
の
検
討
も
必
須

新
リ
ー
ス
会
計
基
準
適
用

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
内
部
統
制

第１章
【
こ
の
章
の
エ
ッ
セ
ン
ス
】

●
企
業
の
経
理・財
務
部
門
、経
営
企
画
部

門
、内
部
監
査
部
門
等
の
す
べ
て
の
実
務

家
の
方
々
は
、新
リ
ー
ス
会
計
基
準
の

適
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
す
る
な
か

で
、現
段
階
か
ら
見
据
え
る
べ
き
内
部

統
制
上
の
重
要
論
点
を
網
羅
的
に
整
理

す
る
必
要
が
あ
る
。

●
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
内
部
統
制
を
再

構
築
す
べ
き
か
、会
計
監
査
人
の
視
点

も
踏
ま
え
て
実
務
上
の
留
意
点
を
、確

認
す
る
。

●
こ
れ
ら
の
整
理・
確
認
が
、企
業
の
新

リ
ー
ス
会
計
基
準
適
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
成
功
し
、よ
り
強

固
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
を
構
築
す
る
た

め
の
一
助
と
な
る
。

は
じ
め
に

企
業
会
計
基
準
委
員
会（
以
下
、「
Ａ
Ｓ

Ｂ
Ｊ
」と
い
う
）は
、
２
０
２
４
年
９
月
13

日
に
企
業
会
計
基
準
34
号「
リ
ー
ス
に
関

す
る
会
計
基
準
」等（
以
下
、「
新
リ
ー
ス
会

計
基
準
」と
い
う
）を
公
表
し
た
。

新
リ
ー
ス
会
計
基
準
は
、
原
則
と
し
て

２
０
２
７
年
４
月
１
日
以
後
開
始
す
る
連

結
会
計
年
度
お
よ
び
事
業
年
度
の
期
首
か

ら
適
用
さ
れ
る（
２
０
２
５
年
４
月
１
日

以
後
開
始
す
る
連
結
会
計
年
度
お
よ
び
事

業
年
度
の
期
首
か
ら
早
期
適
用
可
能
）。

本
特
集
は
新
リ
ー
ス
会
計
基
準
の
適
用

に
あ
た
っ
て
、
内
部
統
制
報
告
制
度
に
ど

の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
か
、
実
務
上
の

留
意
点
を
解
説
す
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
本
特
集
で
は
実
務
的
に
影
響
が

大
き
な
借
手
に
限
定
し
て
記
載
す
る
こ
と

と
す
る
。

な
お
、文
中
の
意
見
に
わ
た
る
部
分
は
、

筆
者
の
私
見
で
あ
る
。

新
リ
ー
ス
会
計
基
準
適
用

が
実
務
に
与
え
る
影
響

新
リ
ー
ス
会
計
基
準
で
は
、
使
用
権
モ

デ
ル
を
前
提
と
し
て
、
借
手
の
す
べ
て
の

リ
ー
ス
に
つ
い
て
使
用
権
資
産
お
よ
び

リ
ー
ス
負
債
を
計
上
す
る
会
計
処
理
が
求

め
ら
れ
て
お
り
、
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
・

リ
ー
ス
に
つ
い
て
も
、
使
用
権
資
産
お
よ

び
リ
ー
ス
負
債
が
計
上
さ
れ
る
。
た
と
え

ば
、
オ
フ
ィ
ス
や
店
舗
を
賃
借
し
て
い
る

場
合
に
は
、
当
該
賃
貸
借
契
約
を
リ
ー
ス

と
し
て
識
別
し
、
リ
ー
ス
期
間
を
も
と
に

算
定
し
た
使
用
権
資
産
お
よ
び
リ
ー
ス
負

債
を
計
上
す
る
こ
と
に
な
る
。

新
リ
ー
ス
会
計
基
準
適
用
前
は
、
リ
ー

ス
契
約
に
関
し
て
都
度
費
用
処
理
で
完
結

し
て
お
り
、単
純
な
会
計
処
理
で
あ
っ
た
。

一
方
、
新
リ
ー
ス
会
計
基
準
適
用
に
伴

い
、
使
用
権
資
産
お
よ
び
リ
ー
ス
負
債
を

オ
ン
バ
ラ
ン
ス
し
、使
用
権
資
産
の
償
却
、

リ
ー
ス
負
債
の
取
崩
し（
支
払
利
息
も
発

生
）等
の
煩
雑
な
会
計
処
理
と
な
る
。

会
計
処
理
の
煩
雑
さ
に
加
え
て
、
支
払

利
息
計
算
を
定
額
法
で
は
な
く
利
息
法
で

行
う
た
め
の
し
く
み
作
り
が
必
要
と
な

り
、
従
前
の
振
込
か
ら
の
自
動
仕
訳
と
比

較
し
て
追
加
対
応
が
必
要
と
な
る
。

な
お
、
リ
ー
ス
を
網
羅
的
に
識
別
す
る

こ
と
は
当
然
の
こ
と
、
リ
ー
ス
に
係
る
契

約
条
件
を
正
確
に
把
握
お
よ
び
管
理
し
、

適
時
適
切
に
会
計
処
理
に
反
映
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
、
会
計
処
理
を
含
め
た
管
理

面
で
実
務
的
な
負
担
が
増
大
す
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
。

当
該
対
応
を
行
う
に
あ
た
っ
て
は
、
経

理
部
に
限
ら
ず
、
リ
ー
ス
案
件
を
管
理
す

る
他
部
署
も
巻
き
込
ん
だ
管
理
体
制
の
構

築
が
必
要
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
使
用
権
資
産
に
係
る
減
損
判
定

の
必
要
性
も
発
生
す
る
こ
と
か
ら
、
企
業

の
業
態
や
経
営
成
績
に
よ
っ
て
は
損
益
計

算
書
に
与
え
る
影
響
も
大
き
く
な
る
可
能

性
が
あ
る
。

加
え
て
、
使
用
権
資
産
お
よ
び
リ
ー
ス

負
債
が
オ
ン
バ
ラ
ン
ス
さ
れ
る
こ
と
で
、

従
前
オ
フ
バ
ラ
ン
ス
と
な
っ
て
い
た
リ
ー

ス
の
重
要
性
に
よ
っ
て
は
、
企
業
の
Ｒ
Ｏ


